 
CER用

生物多様性条約第１０回締約国会議等における
カーボン・オフセットに用いるクレジット応募様式（CER用）
Ⅰ．「申請書表紙」　　　　　　　　　　　　　　　(該当する□を■としてください。)
	申請日
	平成　　年　　月　　日

	団体
種別
	□1 地方公共団体　□2 民間法人　□3 NPO/NGO 
□4その他(　　　　　　　　　　　　　　　)

	フリガナ
	

	団体
名称
	（ここには応募主体種別は記載しないでください）


	
	ホームページ：□無　□有(http://    　　　　　　      　　　 　　　　　            )

	フリガナ
	
	役職

	
	印

(必須)

	団体代表者

氏　　　名
	
	
	
	

	＊e-mailでの応募締め切りは9月24日（金）正午ですが、押印したⅠ.「申請書表紙」については10月1日（金）までに事務局に到着するよう再度メールしてください。

	団体所在地
	(郵便番号　　　－　　　　)



	
	TEL:　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX: 　　　　　　　　　　
Email:

	フリガナ
	
	役職
	

	実施責任者

氏　　　名
	
	
	

	連絡先住所
	(郵便番号　　　－　　　　)



	
	TEL:　　　　　　　　　　　　　　 　　　FAX: 　　　　　　　　　　
Email：（必須）

	＊事務局からの連絡・書類の送付は、全て実施責任者あてに行います。事業の内容について日常的にお問合せのできる方を実施責任者として選定してください。E-mailは携帯mailでも可能です。

	プロジェクト

名称
	

	国別登録簿
口座番号
	JP-100-00000-00000-    　　 


※J-VERも応募する場合は、別途「生物多様性条約第１０回締約国会議等におけるカーボン・オフセットに用いるクレジット応募様式（J-VER用）」を作成してください。
Ⅱ．提案するクレジット・プロジェクトの内容：

提案するクレジット・プロジェクトの内容について、次の「クレジットプロジェクト内容表」を作成してください。

「クレジット・プロジェクト内容表」
	項目
	内容

	１．プロジェクト概要　　　　　　　　　　　

	①プロジェクト名称
	名称：

	②クレジット国連登録　レファレンス番号
	番号：

	③プロジェクト分野
	□　再生可能エネルギー活用（内容：　　　　　　　　　　 ）

□　森林吸収（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※再生可能エネルギーまたは森林吸収以外のプロジェクトは本公募対象外です。

	④プロジェクト内容
	記述：※PDDに記載してある内容等を日本語で記載してください


	⑤適用方法論
	方法論番号：

記述：



	２．プロジェクト実施場所等

	①実施ホスト国
	国名：

	②実施場所
	州　市：

	③実施サイト事業者
	事業者名：

	④実施場所・事業者情報
	場所・事業者の特徴と選定理由：



	⑤優遇条件
	· コベネフィットがある
内容：



· 生物多様性保全に寄与する
内容：



	３．温室効果ガス排出削減量

	①対象削減温室効果ガス
	□ ＣＯ２

	②推定削減総量
	　　　　　　　tCO2e

	③クレジット発生期間
	　　　　年～　　　　　年

	④推定年平均削減量
	　　　　　　　tCO2e／年


	４．環境および住民への影響

	以下、５項目について記述：

※プロジェクト実施に際して行う環境影響評価の結果や地域社会への影響等を日本語で記載してください
ａ．環境影響評価及び環境関係許認可

ｂ．大気質、水質、廃棄物、土壌汚染、騒音・振動、地盤沈下、悪臭等の影響

ｃ．保護区、生態系、水象等自然環境への影響

ｄ．地域住民への説明や住民移転等地域住民への影響

ｅ．モニタリング



	５．その他
	記述：




Ⅲ．調達情報：
Ⅱ．で提案したプロジェクトについて、次の「クレジット調達表」を作成してください。

①単価はtCO2e単位の単価を円で記載ください。

②総量は①の単価で提供可能な数量の幅をtCO2e単位で記載ください。最低数量は10,000tCO2以上です。
③総額は万円単位で記載ください。
④取得時期はクレジットを取得した、または取得する予定の時期を記載ください。
「クレジット調達表」
	①単価

（円／tCO2e）
	　　　　　　　円/tCO2e

	②総量

（単位：tCO2e）
	　　　　   　　　tCO2e　～　　　　　   　　　tCO2e
※最低数量は10,000tCO2以上です。

	③総額＝①×②
（単位：万円）
	          　　　　万円　～　　　　　　　　　　万円

	④取得時期

（年月）
	平成　　年　　月

	＊②の総量に関しては採択後調整を依頼する可能性があります。


Ⅳ．最後に以下のチェックリストを記入し、内容をチェックください。

「チェックリスト」　（全ての項目にチェックがあることが必要です）　　　　　　　　　　　　　

	①申請団体は地方公共団体または内国法人であること　　　　　　　　　　　　　　　　　□はい

	②申請団体は公益に反する行為等のないこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□はい

	③申請するクレジットに対応する口座を平成22年9月27日時点において保有していること

　　　　　　　　　　　　　　　□はい

	④申請書Ｐ１に法人代表印の押印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□有

	⑤発行済みクレジットであること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□はい

	⑥CERの場合、応募数量が10,000ｔ－CO2以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□はい

	⑦添付資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □有 □無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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